
【資料２－３】 

「人口減少問題対策」にかかる職員提案＜再精査＞ 

所属 総務部まちづくりグループ 計画担当 森久保 

 

事業名称 美幌町ふるさと同窓会支援事業（仮） 

目 的 

美幌町は自衛隊や日甜など転勤のある企業等があることから、子ども時代・学生時代を美幌町の

学校で過ごした子どもは多くいます。また、進学に伴い、町外の高校、大学に行く子どもたちも多

くいます。 

そうしたかつて美幌町で過ごしたことのある人たちに、町内で開催される同窓会を支援すること

で、美幌の暮らしやすさやふるさとと言える美幌町を改めて見つめ直し、ふるさと回帰を促すきっ

かけをつくることを目的としています。 

（移住促進と地域経済の活性化、更に上手くいけば成婚が図られる） 

事業主体 美幌町 

対象とする

同窓会 

美幌町内の同一の保育園、幼稚園、小学校、中学校、高等学校の卒業生で構成される団体又はグ

ループが行う親睦会 

内 容 

［補助要件］ 

・町内の飲食店等で開催されること（→経済の活性化目的） 

・２０歳以上４９歳以下（→若年層の回帰きっかけ目的） 

・１０人以上で開催され、参加者のうち３人以上が町外に住所を有する人 

（→回帰きっかけ目的） 

・同窓会開催時に参加者に対し、町のふるさと寄付金等の情報の周知及びパンフレット等の配布（→

町のＰＲ目的） 

・アンケートに協力すること（→移住・定住策へのヒント） 

 

［補助対象経費］ 

・開催案内文書の作成や送付に必要な印刷製本費及び通信運搬費 

・町内飲食店等に支払う同窓会を開催する会場代等の経費 or 交通費 

・集合写真の印刷代（記念品的なもの） 

 

［補助対象者］ 

・同窓会の代表者 

 

［補助金額］ 

・対象経費の３分の２の補助率で、上限を５万円とする。 

 ただし、３０人以上かつ町外在住者が５人以上の場合は、上限を１０万円とする。 

・同一の同窓会に対する補助は年度内１回限り。 

 

［実績報告］ 

・出席者名簿、集合写真、領収書・受領書などの支払い証明書など 

予算額 

［２９年度］６０万円 

年間１０回想定 

５万円×８回＝４０万円 

１０万円×２回＝１０万円 

［３０年度］６０万円 

年間１０回想定 

５万円×８回＝４０万円 

１０万円×２回＝１０万円 

［３１年度］６０万円 

年間１０回想定 

５万円×８回＝４０万円 

１０万円×２回＝１０万円 

指 標 
町外参加者 

３４人 

町外参加者 

３５人 

町外参加者 

３６人 

 


